
課課 題題 情情 報報 シシ ーー トト  

テ ー マ 名 ： Android を利用した外部機器の制御 
  

担当指導員名： 河野めぐみ 実施年度：  25 年度 
  

施 設 名 ： 東北職業能力開発大学校  
  

課 程 名 ： 専門課程 訓練科名： 電子情報技術科 
  

課題の区分 ： 総合制作実習 学生数： 2 時間： 24単位（432h） 

   
課 題 制 作 ・開 発 のポイント 

【開発（制作）のポイント】 

・近年、AndroidTM を搭載した端末と様々な外部機器を連携させるシステムへのニーズが高まって

いると考えられることから、スマートフォンやタブレットを外部機器のリモコンとして利用す

るシステムの制作を目的としました。 

・制御対象である外部機器は、展示・実演時に興味を持ってもらえるよう、市販の『ラジコンカー』

を使用しました。市販ラジコンカーのラジオコントロール部を撤去し、ArduinoTMボード、モー

タ駆動回路、無線通信(BluetoothTM)回路、距離センサを搭載しています。 

・送信機の代わりに、AndroidTM タブレットを使用し、AndroidTM アプリは、タッチパネルと、加速

度センサを利用し感覚的にラジコンカーを操作しやすいことを目標としました。コントロール

機能（スピード及びステアリング制御）だけでなく、衝突防止機能（ラジコンカーから端末へ

センサ情報をフィードバックするとともに、ラジコンカーを停止させる）を搭載しました。 

【参考文献】「Arduino+Bluetooth Android プログラミング」丸山 康/鈴木 圭介/仲見川 勝人 

 【学生数の内訳】すべての項目を 2人で実施 

【訓練（指導）のポイント】 

・AndroidTM アプリケーション開発の技術を身につけるとともに、マイコンと連携して無線で機器

を動作させる技術を身につけられるよう指導しました。アプリ開発は利用者の視点に立った高

い操作性を有するようアイディアを出させました。 

・市販品の『Android 端末で操縦できるラジコンカー』の機能（スピード及びステアリング制御）

を超えられるよう、衝突防止機能や、ラジコンカーから端末へ衝突防止による停止情報をフィ

ードバックできる機能を搭載するよう指導しました。 

・理解力、構成力、創造力を高め、問題解決力や、スケジュール管理、コミュニケーション能力を

高められるよう指導しました。 
課 題 に関 する問 い合 わせ先 

 

施 設 名 ： 東北職業能力開発大学校 
住  所 ： 〒987-2223 宮城県栗原市築館字萩沢土橋 26 
電話番号 ： 0228-22-6615（代表 : 学務課） 
施設 Web アドレス ： http://www3.jeed.or.jp/miyagi/college/ 

 

 



次のページ以降に、本課題の「予稿」および「テーマ設定シート」を 
掲載しています。 

課 題 制作 ・開 発の「予稿 」および「テーマ設定シート」 



AndroidTMを利用した外部機器の制御 

 
東北職業能力開発大学校 

電子情報技術科 2 年   

 

1. はじめに 

 近年、AndroidTMを搭載したスマートフォンや

タブレットが急激に普及し、スマートフォンか

らインターネットと専用機器を経由することで

エアコンなどの家電製品を制御するシステムが

開発、販売されている。そこで、そのシステム

に使用されている技術の仕組みについて理解し、

今後作成する様々なシステムに活かしていきた

いと思いこのテーマを選択した。 
 今回は、AndroidTMから直接外部機器を制御す

るシステムの製作に取り組んだ。外部機器には

市販のラジコンカー、リモコンには AndroidTM

を使用した。 
 

2. 開発環境 

開発環境を以下の表に示す。 
  表. 開発環境 

OS Windows7R 

使用言語 JavaTM 
ArduinoTM言語 

開発環境 Eclipse junoTM 
Arduino1.0.4TM 

開発バージョン Android4.3TM 

使用する実機 
GoogleNexus7TM 
Android4.2.2TM 

ArduinoLeonardoTM 
 

3. システム概要 

今回のシステムは図 1 のようになっている。

ラジコンカーは元々あった制御部を取り外し、

マイコンを含む ArduinoTM基板や BluetoothTM通

信用のモジュールを搭載した。障害物を検知す

るセンサも追加しており、検知した際に

AndroidTMに通知する機能も実装している。 
AndroidTM 側からは前進や後退といったタッ

チ操作のほかに、傾きセンサを利用し曲がると

いった操作もできるようになっている。 

 
図１．システム構成 

 

4. 外部機器について 

4-1. ArduinoTMについて 

 ArduinoTMとは、AtmelAVRTMマイコン、I/O（入

出力）ポート等を備えた基板、C 言語に似た

ArduinTMo 言語とそれの統合開発環境で構成さ

れているシステムの名称である。 
 このArduinoTMに使われる統合開発環境には、

JavaTM アプリケーションとして動作し、コンパ

イラやファームウェア転送機能などを含めた

ArduinoIDETMを使用した。 
 

4-2. ArduinoTMの役割 

ArduinoTM でラジコンカーの制御を行うため

にモーターシールドを使用した。このシールド

は、決まった端子に信号を送ることで正転・逆

転、ブレーキの制御を行うことができ、これで

ラジコンカーの制御を行う。 
AndroidTMとの通信に BluetoothTMを使用する

ために BluetoothTM用のモジュールを搭載し、そ

のモジュールとの通信にはシリアル通信を用い

た。 
今回は距離センサも使用するが ArduinoTM に

はアナログ入力端子があり、これとセンサを接

続することで、アナログ値のデータも使えるよ

うにした。 
 



5. プログラム 

5-1. Android のプログラム 

AndroidTMアプリの画面はアクセル用、ブレー

キ用、シフト用(前後)の３つのボタンのみで構

成されている。ハンドルの操作には、AndroidTM

標準の傾きセンサを使い操作する仕組みを採用

した。AndroidTMの画面を図２、ブロック図を図

３に示す。 
ラジコンカーに搭載された距離センサから受

け取ったデータを Activity クラスで処理し、障

害物検知により停止したことを画面表示する機

能も実装している。 
BluetoothTM通信の際、未送信データをなくす

ために PacketData クラスで ArduinoTMが受信

完了通知をするまで、未送信のデータを再度送

信する等の処理を行っている。 

 
 図２．AndroidTMアプリ画面 
 

 
 図３．AndroidTMのブロック図 

5-2. ラジコンカーのプログラム 

ArduinoTM の プ ロ グ ラ ム で は ピ ン と

BluetoothTM の初期化を行う。その後 AndroidTM

との接続確認を行い、データを受信する。受信

したデータを確認しモータへ適宜、信号を送信

する。フローチャートを図４に示す。 

 
  図４．フローチャート 
 

6. 評価・検証 

今回制作したラジコンカーには距離センサの

値で障害物があるかを判断して動作を停止させ

るという動作を組み込んだ。しかし、停止後は

AndroidTM から操作ができないようになってい

る。これに関しては改善の余地があると考えて

いる。 
操作性に関しては、中間発表時点だと追従性

に難があった。そこで、プログラムを変更した。

ポリテクニックビジョンでの展示で来場者に実

際に操作してもらい、直感的に操作ができてい

たため、操作性は改善できたと考えている。 

7.おわりに 

 今回の総合制作実習では、タブレット端末の

特性を活かして、ラジコンカーを直感的に操作

するシステムを製作することができた。 
 今回は、インターネットを経由した外部機器

の制御は行わなかったが学んだ知識を活かして

応用課程などではそれらを実践してみたい。 
参考文献 

「Arduino+Bluetooth Android プログラミング」 
丸山 康/鈴木 圭介/仲見川 勝人 



 

課題実習「テーマ設定シート」 
作成日： 1 月 31 日 

 科名：電子情報技術科  
 

教科の科目 実習テーマ名 

総合制作実習 AndroidTMを利用した外部機器の制御 

担当教員 担当学生 

○電子情報技術科 河野めぐみ   

   

課題実習の技能・技術習得目標 

AndroidTMを搭載したスマートフォンやタブレットから、外部の機器を制御するシステムを制作します。AndroidTM アプリケーション開発の技術

を身につけるとともに、マイコンと連携して無線で機器を動作させる技術を身につけます。また、AndroidTM アプリは利用者の視点に立った高い操作

性を有するようアイディアを出し、それを組み込むことを目標とします。 

理解力、構成力、創造力を高め、問題解決力や、スケジュール管理、コミュニケーション能力を身に付けます。 

実習テーマの設定背景・取組目標 

実習テーマの設定背景 

近年、AndroidTM OS を搭載したスマートフォンやタブレットが急激に普及していると共に、それらを外部機器の制御に用いるシステムが増加して

います。現在は、家電や自動車をスマートフォンで操作するなど、幅広い機器を操作できるシステムが出てきています。この技術を習得することで、

様々なシステムの利便性を高める事が出来ると思われることからテーマとしました。将来、応用課程での開発課題や、企業での商品開発時に機器を

スマートフォンやタブレットから操作できるシステムにするための基礎を身につけます。 

今回、外部機器はマイコンボードArduinoTM（アルドゥイーノ：AVRマイコン搭載）を使用し、BluetootTMhモジュールと組み合わせ無線通信を行う

ものとし、AndroidTM端末をリモコンとして使用できるようアプリケーションを制作します。外部機器のマイコン制御はC言語(類似)、AndroidTMアプ

リはJavTMa言語を使用します。オブジェクト指向言語JavaTM、AVRTMマイコンは共に授業で学んでいないため、それらを学ぶことも目的としました。 

実習テーマの特徴・概要 

今回、AndroidTM端末の持つ優れたユーザインタフェースを活用したアプリを目指します。オブジェクト指向言語(JavTMa)とオープンソース統合開

発環境(EclipseTM)の基礎知識とその活用技術及び、それらを用いた効率的なオブジェクト指向プログラム開発技術を習得します。 

本実習では、開発環境を構築することから始めます。AndroidTM アプリ制作の基礎、JavTMa言語の基礎を学び、JavaTMの応用としてGUI部品を備え

プログラムを学びます。また、AndroidTM で無線通信を行う処理及び、加速度センサの利用について学びます。 

制御対象である外部機器は、展示・実演時に興味を持ってもらえるよう、市販の『ラジコンカー』を使用します。市販ラジコンカーのラジオコントロ

ール部を撤去し、ArduinoTMボード、モータ駆動回路、無線通信(BluetoothTM)回路を搭載します。送信機の代わりに、AndroidTMタブレットを使用します。

AndroidTMアプリは、タッチパネルと、加速度センサを利用し感覚的にラジコンカーを操作しやすいことを目標とします。市販品のAndroidTM端末で操縦

できるラジコンカーのコントロール機能（スピード及びステアリング制御）だけでなく、衝突防止機能や、ラジコンカーから端末へ衝突情報をフィー

ドバックできる機能を搭載することも目標とします。期限までに成果物を完成させることでスケジュール管理の重要性を認識します。完成後は複数の

人に利用し評価してもらい、報告書を作成します。 

No 取組目標 

①  AndroidTM、ArduinoTMの概要を理解すること及びWindowsRに開発環境を構築します。 

② Android プログラミングの基礎を理解します。 

③ JavaTM言語を理解し、基本的なＡＰＩおよびユーザインタフェースの基本を理解します。 

④ C言語風のArduinoTM言語を理解し、AVTMRマイコンからI/Oポートを通して周辺機器を制御します。 

⑤ ユーザの利用しやすさを考慮したAndroidアプリケーションソフトを制作します。無線通信BluetoothTMの処理を理解します。 

⑥ 想定した動作が行われなかった場合には、グループ内で話し合い問題を分析し、その問題の解決に取り組みます。 

⑦ 工程、日程、予算、リスク等の観点から計画を立て、進捗を調整します。 

⑧ 分かりやすい報告書や発表原稿を作成し、制作物の展示及び発表を行います。 

⑨ ５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）の実現に努め、安全衛生活動を行います。 

 


